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Clenching mitigates fear bradycardia induced by visual stress 
（クレンチングは視覚ストレスによる恐怖徐脈を緩和する） 
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 論 文 内 容 要 旨 
 
 災害や犯罪などにより、極度の非日常的な体験をした場合、心に大きな傷（トラウマ）
が残ることがある。それらによりストレス反応として様々な障害が現れる疾患を PTSD
と呼び、災害現場で被災者の救出活動や遺体の捜索活動に携わった消防、警察、自衛隊
等の中にも症状を呈するものが出てきている。PTSD の予防には、体験から作業者が受
けるストレスを軽減し、トラウマを作らないようにすることが求められる。咀嚼刺激は、
災害現場での作業を妨害することなく簡易に行えるストレス軽減法であるが、先行研究
においては聴覚刺激をストレッサーとして用いており、現場で作業者が直面する視覚か
らのストレスに関する検討はなされていない。今回我々は、ストレス性の視覚刺激によ
り誘発される恐怖徐脈に対するクレンチングの効果に着目し実験を行った。 
 被験者は 25 名の若年男性で、人体か人体の一部を含む不快画像またはニュートラル
画像を、心電計を装着した状態で観察した。クレンチングは１mm 厚のソフトタイプマ
ウスピースを上顎に装着した状態で実施した。結果として、クレンチング実施は心拍数
を上昇させ、不快画像観察時の恐怖徐脈を抑制した。心拍変動解析を用いて分析すると、
不快画像観察時にクレンチング実施は副交感神経系（心拍変動解析における HF 成分）
の急性上昇変化を抑制し、恐怖徐脈を回避していることが分かった。HF成分の抑制は、
クレンチング実施なしの不快画像観察時だけでなく視覚刺激がない時のクレンチング
実施時にも観察されず、恐怖下での心臓血管系の自動調節能において咀嚼関連性神経活
動の相互作用が存在することを意味すると考えられる。精神病理学にあるフリージング
（硬直）に関しての知見を考慮に入れると、私たちの結果が導くクレンチング実施が、
簡便かつ安価で効果の高いストレス軽減のツールとなることが示唆された。 
